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領域「健康」に着目した幼児教育の
カリキュラム・マネジメントに関する一考察

廣 瀬 勝 弘
（京都産業大学教授）

黒 原 貴 仁
（児童学科講師）

１ ．はじめに
平成28年幼児教育部会における審議の取りま
とめによると，「幼児教育において育みたい資
質・能力の実現に向けては，幼稚園等において，
子供の姿や地域の実情等を踏まえつつ，どのよ
うな教育課程を編成し，実施・評価し改善して
いくかというカリキュラム・マネジメントを確
立することが求められる。」と報告された。ま
た，「幼稚園等では，教科書のような主たる教
材を用いず環境を通して行う教育を基本として
いること，家庭との関係において緊密度が他校
種と比べて高いこと，預かり保育や子育て支援
などの教育課程以外の活動が，多くの幼稚園等
で実施されていることなどから，カリキュラ
ム・マネジメントは極めて重要である。」と記
述されている。
このため，幼稚園等においては，以下の ３つ
の側面からカリキュラム・マネジメントをとら
える必要がある。
①�各領域のねらいを相互に関連させ，「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」や小学
校の学びを念頭に置きながら，幼児の調和
の取れた発達を目指し，幼稚園等の教育目
標等を踏まえた総合的な視点で，その目標
の達成のために必要な具体的なねらいや内

容を組織すること。
②�教育内容の質の向上に向けて，幼児の姿や
就学後の状況，家庭や地域の現状等に基づ
き，教育課程を編成し，実施し，評価して
改善を図る一連の PDCA サイクルを確立
すること。
③�教育内容と，教育活動に必要な人的・物的
資源等を，家庭や地域の外部の資源も含め
て活用しながら効率的に組み合わせること。
上述した ３つの側面からカリキュラム・マネ
ジメントを構築し，各幼稚園等では，幼児の実
態等を踏まえた教育課程を編成し，保護者およ
び地域と共に実施し，改善・充実を図る必要性
が求められている。
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿とは，

「 １ . 健康な心と体」，「 ２ . 自立心」，「 ３ . 協同性」
「 ４ . 道徳性・規範意識の芽生え」，「 ５ . 社会生
活との関わり」，「 ６ . 思考力の芽生え」，「 ７ . 自
然との関わり・生命尊重」，「 ８ . 数量・図形，
文字等への関心・感覚」，「 ９ . 言葉による伝え
合い」，「10. 豊かな感性と表現」の10項目と示
され，資質・能力といった子どもの成長を促す
ことで，幼小連携の視点が見出せると考えられる。
カリキュラム・マネジメントの実施は，めま
ぐるしく変化する現代社会のニーズに応じ，速

本稿では，幼稚園における生活の全体を通じて，取り分け領域「健康」と関わりが深い活動に焦
点をあて，カリキュラム・マネジメント構築を目指し，幼稚園教育要領「健康」のねらいに基づい
て作成した対象園の具体的内容の作成とカリキュラム編成に反映する手がかりになる園の実態に即
応した目指す幼児像の明確化について考察する。
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やかに教育活動を改善する意図がある。幼稚園
教育要領においても「評価」とあるが，小学校
以降の学習目標とは異なる。幼稚園教育要領第
１章第 ４指導計画の作成と幼児理解に基づいた
評価では，「幼児教育に基づいた評価の実施」
⑴指導の過程を振り返りながら幼児の理解を進
め，幼児一人一人のよさや可能性などを把握し，
指導の改善に生かすようにすること。その際，
他の幼児との比較や一定の基準に対する達成度
についての評定によって捉えるものではないこ
とに留意すること。⑵評価の妥当性や信頼性が
高められるよう創意工夫を行い，組織的かつ計
画的な取り組みを推進するとともに，次年度又
は小学校等にその内容が適切に引き継がれるよ
うにすること。とされている。
つまり，幼稚園における「評価」とは，幼児
を他の幼児と比較して優劣をつけることや一定
の基準に対する達成度についての評定によって
捉えるものではなく，幼児の発達する姿がどの
ように変容しているかを検討すること，教師の
指導が適切であったかどうかを反省・改善する
ことの両面について行うことであると考えられ
る。
鈴木ら（2017）は，幼児教育・保育における
カリキュラム・マネジメントの適切な実施につ
いて調査し，システム・形式の工夫と内容の工
夫に分けてまとめた。その結果，指導計画の作
成，反省・評価の両方において幼稚園教育要領
の ５領域を踏まえることが重要であるとし，幼
児教育において改めて各 ５領域に焦点を当てる
必要性を指摘した。
幼稚園教育は幼児の生活を通して総合的に指
導されなければならないが，各領域の意義づけ
を理解し，幼児の発達を踏まえた実践と評価を
行い，指導内容を計画・改善する必要性がある
と考える。
幼稚園においてカリキュラム・マネジメント
を実施することは，最も中核的な仕事の １つで
あると考えられる。しかし，現場の教職員は，
日々の業務に加え，活動全ての子どもの記録や
ドキュメンテーション，ポートフォリオなどの
評価の参考となる膨大で精密な情報を蓄積し，

かつ PDCA（計画─実行─評価─改善）サイ
クルを実施することは，非常に手間のかかる作
業であり困難を極めることは容易に想像できる。
以上のことから，本研究では，幼稚園におけ
る生活の全体を通じて，取り分け領域「健康」
と関わりが深い活動に焦点をあて，カリキュラ
ム・マネジメント構築の検討を試みた。

２ ．研究の目的及び方法
本研究は，対象であるＢ幼稚園の教職員と研
究者Ｘ（教員養成校歴10年）が，幼稚園におけ
る生活全体の活動内容から取り分け領域「健
康」と関わりが深い活動について， ４回の検討
会を開催し，カリキュラム・マネジメントの実
現化を目指すことを目的とした。
研究対象は，Ａ市にある幼保連携型認定こど
も園Ｂ幼稚園の教職員数35名（正規および非正
規，事務職員含）である。
なお，Ｂ幼稚園の規模は，全幼児225名（年
長児53名，年中児68名，年少児53名，満 ３歳児
18名，満 ２歳児 ５名， １歳児 ５名， ０歳児 ２
名）である。
無藤（2017）は，カリキュラムマネジメント
を進めるにあたってのポイントとして，①各領
域のねらいを相互に関連させ，「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」や小学校の学びを念
頭に置きながら，子供の調和の取れた発達を目
指し，幼稚園等の教育目標等を踏まえた総合的
な視点で，その目標の達成のために必要な具体
的なねらいや内容を組織すること，②教育内容
の質の向上に向けて，子どもの姿や就学後の状
況，家庭や地域の現状等に基づき，教育課程を
編成し，実施し，評価して改善を図る一連の
PDCAサイクルを確立すること，③教育内容と，
教育活動に必要な人的・物的資源等を，家庭や
地域の外部の資源も含めて活用しながら効果的
に組み合わせること，としている。
また，横松（2017）は，幼稚園と保育所及び
認定こども園のカリキュラム・マネジメントに
ついて，①国の教育課程基準の実現と特色のあ
るカリキュラム創りを可能にする，自園の保育
の目標・ねらい・内容の連携性を確保するとい
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う側面，②教育課程の PDCA サイクルを回す
という側面，③教育内容を決定した後，実際の
保育を創造していく際に，職員同士，あるいは
職員と保護者や地域の人々等とが協働して，内
外の物的資源等を効果的に活用する側面の ３つ
の側面からとらえることが必要であると述べて
いる。さらに，研究者の協働手順全体の構想を，
①実効のある保育目標明確化の段階，②教育課
程編成から期間指導計画作成に至るまでの段階，
③帰還計画を羅針盤にしながら短期指導計画を
柔軟に作成・変更しつつ保育を実践する段階，
④期間指導計画と年間指導計画と教育課題を評
価・改善する段階，と定めている。
上述したことを踏まえ，本研究では，まずＢ
幼稚園の教職員とともに，カリキュラム・マネ
ジメントの構築を目指す上での問題点を抽出し，
建学の精神及び教育方針，幼稚園教育要領のね
らいと内容について検討した。さらに，満 ３歳
児クラス～年長児クラスごとに，幼稚園教育要
領「健康」のねらいに基づいて作成したＢ幼稚
園の内容の作成を図った。
次に，Ｂ幼稚園生活の全体の活動について，
クラスごとに，幼稚園教育要領「健康」のねら
いに基づいて作成したＢ幼稚園の具体的内容の
作成と実際に取り組んでいる内容を確認し，状
況を評価し，次回のカリキュラム編成に反映す
る手がかりになると考える，Ｂ幼稚園の実態に
即応した目指す幼児像の明確化を図った。

３ ．結果と考察
３ ． １ ．検討会での経過と議論内容
第 １回目の検討会では，Ｂ幼稚園においての
カリキュラム・マネジメント構築の問題につい
て，議論が行われた。その結果，①教育課程の
理解の曖昧さ，②幼稚園教育要領における領域
「健康」のねらい及び内容と，Ｂ幼稚園の建学
の精神と教育方針と活動内容の関係性，③各ク
ラスで実際に行われている活動の不透明さ，④
領域「健康」のねらいと内容に即応した評価及
び改善の困難さ，以上の ４つの側面が問題視さ
れた。そこで，Ｂ幼稚園の建学の精神及び教育
方針を確認し，幼稚園教育要領における領域

「健康」との内容の連携性を検討し，同時に教
育課程の理解を実施した。
第 ２回目の検討会では，各クラスで実際に行
われている活動について，取り分け領域「健
康」と関わりが深いと思われる活動内容を抽出
し，各クラスでの幼児の姿の確認を行なった。
第 ３回目の検討会では，幼稚園教育要領にお
ける領域「健康」のねらい及び内容に基づいた
Ｂ幼稚園におけるねらいと内容を検討し，簡潔
にまとめる作業を行なった。
第 ４回目の検討会では，第 １回目から第 ３回
目までの検討会の成果を受け，Ｂ幼稚園の実態
に即応した「目指す幼児像」の明確化を図った。

３ ． ２ ．Ｂ幼稚園の建学の精神及び教育方針と
領域「健康」との検討
表 １は，Ｂ幼稚園の建学の精神及び教育方針
である。年齢別に横割りのクラス編成を行い，
各年齢に適したカリキュラムを設定している。
運動あそびについても積極的に取り入れてお
り，毎週授業中に体育（かけ足，縄とび，リズ
ム運動，器械体操等）を取り入れ，専門の教師
と担任教師がチームを組んで指導している。ま
た，心身の健康のため，夏から秋にはハダシ運
動，冬には持久走を取り入れ，強くたくましい
身体づくりに力を入れている。
このように，教育活動全体として，領域「健
康」と関連性が深い教育内容を充実させること
で，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
や小学校の学びを念頭に置きながら，幼児の調和
の取れた発達を目指し，資質・能力といった子ど
もの成長を促すことを教育方針として示している。

表 ２は，幼稚園教育要領における領域「健
康」のねらいである。

表 １　Ｂ幼稚園の建学の精神及び教育方針

心身共に健康で豊かな人間性とたくましい生活
力を持つ子の育成
⑴元気な子，⑵心豊かな子，⑶仲良くする子頑
張る子
心のふれ合う幼稚園・環境の整った幼稚園・地
域と共に生きる幼稚園
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児が様々な経験を積み，具体的な活動を通じて
幼稚園教育の基本を逸脱することなく指導され
ていた。また，「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」が，ねらい及び内容に基づく活動全
体を通して資質・能力が育まれるように留意さ
れていた。
しかし，検討会の全体を通して，クラスごと
の幼稚園教育要領「健康」に基づいたＢ幼稚園
の内容についての指針や具体的な目指す幼児像
の不透明さが反省点として挙げられた。
そこで，幼稚園教育要領「健康」のねらいと
それに基づいて作成したＢ幼稚園の内容をまと
め，実際に実施した活動内容と幼児の様子から
目指す幼児像について検討を図った。

３ ． ３ ．Ｂ幼稚園の満 ３歳児クラスにおける目
指す幼児像の明確化に向けた取り組み
満 ３歳児における幼稚園教育内容「健康」の
ねらいとそれに基づいて作成したＢ幼稚園の内
容を示し，実際に実施した活動内容と幼児の様
子から目指す幼児像の明確化を図った（表 ４）。
幼稚園教育内容「健康」のねらいとそれに基
づいて作成したＢ幼稚園の内容は，「明るく伸
び伸びと行動し，充実感を味わう。」のねらい
に基づいて，「基本的な運動動作（またぐ・蹴
る・投げる・引っ張る・転がる・ぶら下がる）
や，指先を使った遊びを楽しむ。」，「園生活の

表 ３　幼稚園教育要領における領域「健康」の内容

⑴�先生や友達と触れ合い，安定感をもって行動
する。

⑵いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。
⑶進んで戸外で遊ぶ。
⑷様々な活動に親しみ，楽しんで取り組む。
⑸�先生や友達と食べることを楽しみ，食べ物へ
の興味や関心をもつ。

⑹健康な生活のリズムを身に付ける。
⑺�身の回りを清潔にし，衣服の着脱，食事，排
泄などの生活に必要な活動を自分でする。

⑻�幼稚園における生活の仕方を知り，自分たち
で生活の場を整えながら見通しをもって行動
する。

⑼�自分の健康に関心をもち，病気の予防などに
必要な活動を進んで行う。

⑽�危険な場所，危険な遊び方，災害時などの行
動の仕方が分かり，安全に気を付けて行動する。

幼児期の教育は，安全な環境下で，体を十分
に働かせて生活することによって培われていく
ものとしている。また，健康的な幼児は，単に
身体を健康な状態に保つことを目指すことでは
なく，他者との信頼関係の下で情緒が安定し，
伸び伸びと自分のやりたいことに向かって取り
組めるようにすることであるとしている。
幼稚園においては，教師や友達との温かい触
れ合いの中で楽しい生活を展開することや自己
を十分に発揮して伸び伸びと行動することを通
して充実感や満足感を味わうようにすることが
大切としている。さらに，能動的に環境と関わ
り，自己を表出しながら生きる喜びを味わうと
いう内面を充実させ，自己充実に深く関わるも
のであるとしている。
このような健康な心は，進んで運動しようと
する態度，自分の体を十分に動かし，幼児が体
を動かす気持ちよさを感じることを通じて，進
んで体を動かそうとする意欲などを育てること
が大切であるとしている。
自分の体を大切にすること，身の回りを清潔
で安全なものにするなどの生活に必要な習慣や
態度を，生活の流れの中で身に付け，次第に生
活に必要な行動について，見通しをもって自立
的に行動していくようにすることも重要なこと
であるとしている。

表 ３は，幼稚園教育要領における領域「健
康」の内容である。この内容は，ねらいを達成
するために指導する事項であり，幼児の発達の
側面としてまとめ示されたものである。
Ｂ幼稚園の建学の精神及び教育方針と，幼稚
園教育要領における領域「健康」のねらい及び
内容を検討すると，教育活動全体を通じて，幼

表 ２　幼稚園教育要領における領域「健康」のねらい

［健康な心と体を育て，自ら健康で安全な生活を
つくり出す力を養う。］
⑴�明るく伸び伸びと行動し，充実感を味わう。
⑵�自分の体を十分に動かし，進んで運動しよう
とする。
⑶�健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に
付け，見通しをもって行動する。
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仕方を知り，楽しく遊ぶ。」とした。
次に，実際に実施した活用内容と幼児の様子
を検討した結果，目指す幼児の姿として，「基
本的な運動あそびを楽しむ。」，「園生活に慣れ
る。」が抽出された。
「自分の体を十分に動かし，進んで運動しよ
うとする。」のねらいに基づいて作成したＢ幼
稚園の内容は，「遊具や用具を使って，体を動
かす遊びを楽しむ。」とした。
次に，実際に実施した活用内容と幼児の様子
を検討した結果，目指す幼児の姿として，「体
を動かす遊びを楽しむ。」が抽出された。
「健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身
に付け，見通しをもって行動する。」のねらい
に基づいて作成したＢ幼稚園の内容は，「食べ
物への興味関心を持つ。」，「自分から身の回り
を清潔にしようする。」，「体の異常を自分から

訴えようとしたり，危険な遊びや場所に気付い
たりする。」，「衣服や靴を自分で着脱し，畳ん
で所定の場所に片付けられるようになる。」，
「決まりや約束を守り，友達や教師と楽しく遊
ぶ。」とした。
次に，実際に実施した活用内容と幼児の様子
を検討した結果，目指す幼児の姿として，「食
べ物に興味を持つ。」，「身の回りを清潔しよう
とする。」，「体の異常を表現しようとする。」，
「衣服の着脱を自分でしようとする。」，「衣服を
たたもうとしたり，片付けようとしたりする。」，
「約束を守ろうとする。」が抽出された。

３ ． ４ ．Ｂ幼稚園の年少児クラスにおける目指
す幼児像の明確化に向けた取り組み
年少児における幼稚園教育内容「健康」のね
らいとそれに基づいて作成したＢ幼稚園の内容

表 ４　Ｂ幼稚園の満 ３歳児における活動内容と実際の幼児の姿及び目指す幼児像

ねらい
幼稚園教育要領「健康」
の内容に基づいたＢ幼稚
園の内容

実施した活動内容 実際の幼児の姿 目指す幼児像

明るく伸び
伸びと行動
し，充実感
を味わう。

○基本的な運動動作（ま
たぐ・蹴る・投げる・
引っ張る・転がる・ぶら
下がる）や，指先を使っ
た遊びを楽しむ。
○園生活の仕方を知り，
楽しく遊ぶ。

・新聞紙遊び

・整列して歩く

・ブロックを跳び越え

・だるまさんが転んだ

・自分から「運動がしたい！」と
言う意欲が見られた。
・だるまさんが転んだでは，急に
動く，急に止まることもできるよ
うになり，教師の声をよく聞こう
とする姿勢が身に付いた。

○基本的な運動あそびを
楽しむ。

○園生活に慣れる。

自分の体を
十分に動か
し，進んで
運動しよう
とする。

○遊具や用具を使って，
体を動かす遊びを楽しむ。

・ボール投げあそび

・水あそび

・投げる距離がのび，飛んできた
ボールを避けられるようになった。
・楽しみながら運動する姿が見ら
れた。
・自分からみずに顔をつけるよう
になり，シャワーも嫌がらなく
なった。
・水遊びへの意欲が高まり，水着
への着替えもできるようになった。

○体を動かす遊びを楽し
む。

健康，安全
な生活に必
要な習慣や
態度を身に
付け，見通
しをもって
行動する。

○食べ物への興味関心を
持つ。
○自分から身の回りを清
潔にしようする。
○体の異常を自分から訴
えようとしたり，危険な
遊びや場所に気付いたり
する。
○衣服や靴を自分で着脱
し，畳んで所定の場所に
片付けられるようになる。
○決まりや約束を守り，
友達や教師と楽しく遊ぶ。

・給食

・雑巾かけ

・タイヤの山を登る

・上着を着る

・靴を履く

・転ぶ練習

・避難訓練

・上手に食べられない子どももス
プーンなどを使い残さずに食べよ
うとしている。
・暑くなったら上着を脱ぐなど，
自分の体調に合わせて行動する姿
勢が見られるようになった。
・転ぶ練習をすることによって，
外遊びや持久走大会，運動会で転
んで大きな怪我をすることが少な
くなった。
・避難訓練を通して，危険を怖
がっていた。
・教師の話を聞こうとする態度が
身につき，危険なときに自分の身
を自分で守ろうとする姿が見られ
た。

○食べ物に興味を持つ。
○身の回りを清潔しよう
とする。
○体の異常を表現しよう
とする。
○衣服の着脱を自分でし
ようとする。
○衣服をたたもうとした
り，片付けようとしたり
する。
○約束を守ろうとする。
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を示し，実際に実施した活動内容と幼児の様子
から目指す幼児像の明確化を図った（表 ５）。
幼稚園教育内容「健康」のねらいとそれに基
づいて作成したＢ幼稚園の内容は，「明るく伸
び伸びと行動し，充実感を味わう。」のねらい
に基づいて，「全身を使って自然や様々なもの
と関わったり，友達と一緒に遊ぶことを楽しん
だりする。」，「園の生活リズムが身に付き，活
動する。」とした。
次に，実際に実施した活用内容と幼児の様子
を検討した結果，目指す幼児の姿として，「全
身を使って自然や様々なものと関わる。」，「友
達と一緒に楽しく遊ぶ。」，「園の生活リズムを
身に付ける。」が抽出された。
「自分の体を十分に動かし，進んで運動しよ
うとする。」のねらいに基づいて作成したＢ幼
稚園の内容は，「教師や友達と一緒に体を動か

して遊んだり，様々な活動に進んで取り組んだ
りする。」，「バランスの取れた運動や遊びに挑
戦する。」とした。
次に，実際に実施した活用内容と幼児の様子
を検討した結果，目指す幼児の姿として，「教
師や友達と一緒に体を動かして遊ぶ。」，「活動
に積極的に参加する。」が抽出された。
「健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身
に付け，見通しをもって行動する。」のねらい
に基づいて作成したＢ幼稚園の内容は，「食べ
物の美味しさに気付く。」，「基本的生活習慣を
覚え，自分から行動しようとする。」，「体の痛
みに気付き，自分から教師に訴える。」，「様々
な体験をする中で，危険な箇所や遊びに気付
く。」とした。
次に，実際に実施した活用内容と幼児の様子
を検討した結果，目指す幼児の姿として，「食

表 ５　Ｂ幼稚園の年少児における活動内容と実際の幼児の姿及び目指す幼児像

ねらい
幼稚園教育要領「健康」
の内容に基づいたＢ幼稚
園の内容

実施した活動内容 実際の幼児の姿 目指す幼児像

明るく伸び
伸びと行動
し，充実感
を味わう。

○全身を使って自然や
様々なものと関わったり，
友達と一緒に遊ぶことを
楽しんだりする。
○園の生活リズムが身に
付き，活動する。

・しっぽとりゲーム

・氷おに

・だるまさんが転んだ

・靴とばし

・遊具遊び

・創作遊びだけではなく，走った
り，止まったり，体全体を使った
遊びを戸外でするようになってい
た。
・新級・入園当初は，帽子や靴の
着脱が自分でできず，教師に頼る
ことが多かったが，活動の中で，
帽子を使用することにより，帽子
の着脱がスムーズに行うことがで
きるようになった。

○全身を使って自然や
様々なものと関わる。
○友達と一緒に楽しく遊
ぶ。
○園の生活リズムを身に
付ける。

自分の体を
十分に動か
し，進んで
運動しよう
とする。

○教師や友達と一緒に体
を動かして遊んだり，
様々な活動に進んで取り
組んだりする。
○バランスの取れた運動
や遊びに挑戦する。

・しっぽとりゲーム

・氷おに

・だるまさんが転んだ

・靴とばし

・遊具遊び

・大型ブロック（迷
路）

・新級・入園当初は，一人遊びを
好む子が多かったが，しっぽとり
や氷おに等の遊びを知るにつれて，
教師や友達と簡単なルールのある
遊びを楽しんで行うことができる
ようになった。
・日々の遊びの中で，ブロックを
長くつなげ，複雑なものにしよう
とする気持ちが芽生え，その中で，
友達と協力し，一つのものを作り
上げることができるようになった。

○教師や友達と一緒に体
を動かして遊ぶ。
○活動に積極的に参加す
る。

健康，安全
な生活に必
要な習慣や
態度を身に
付け，見通
しをもって
行動する。

○食べ物の美味しさに気
付く
○基本的生活習慣を覚え，
自分から行動しようとす
る。
○体の痛みに気付き，自
分から教師に訴える。
○様々な体験をする中で，
危険な箇所や遊びに気付
く。

・給食

・自転車

・ゴミ拾い

・衣服の着脱

・給食時を「美味しいね～」と話
しかける姿がみられた。
・ゴミが足の裏についてしまうこ
とで，不快に思いゴミを見つける
と拾うようになった。
・裸足で過ごすことにより，危険
なものや場所に気付き，回避する
姿がみられた。

○食べ物の美味しさに気
付き，進んで食べようと
する。
○基本的生活習慣を身に
付け，自ら行動しようと
する。
○体の痛みに気付き，教
師に言葉で伝える。
○体験を通して危険に気
付く。
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べ物の美味しさに気付き，進んで食べようとす
る。」，「基本的生活習慣を身に付け，自ら行動
しようとする。」，「体の痛みに気付き，教師に
言葉で伝える。」，「体験を通して危険に気付く。」
が抽出された。

３ ． ５ ．Ｂ幼稚園の年中児クラスにおける目指
す幼児像の明確化に向けた取り組み
年中児における幼稚園教育内容「健康」のね
らいとそれに基づいて作成したＢ幼稚園の内容
を示し，実際に実施した活動内容と幼児の様子
から目指す幼児像の明確化を図った（表 ６）。
幼稚園教育内容「健康」のねらいとそれに基
づいて作成したＢ幼稚園の内容は，「明るく伸
び伸びと行動し，充実感を味わう。」のねらい
に基づいて，「全身運動のバランスがとれ，複
雑な運動や様々な遊具・用具等を取り入れて遊
ぶことができる。」，「生活の整え，生活リズム
を身に付ける。」とした。
次に，実際に実施した活用内容と幼児の様子
を検討した結果，目指す幼児の姿として，「全

身運動のバランスがとれる。」，「様々な遊具等
を取り入れて遊ぶ。」，「朝，帰りの支度を一人
で行う。」の ３つの側面が抽出された。
「自分の体を十分に動かし，進んで運動しよ
うとする。」のねらいに基づいて作成したＢ幼
稚園の内容は，「友達と一緒に感じたこと・想
像したことを発展させながら，様々な運動あそ
びをする。」とした。
次に，実際に実施した活用内容と幼児の様子
を検討した結果，目指す幼児の姿として，「想
像したことを発展させて遊ぶ。」が抽出された。
「健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身
に付け，見通しをもって行動する。」のねらい
に基づいて作成したＢ幼稚園の内容は，「友達
と食べることの楽しさを知る。」，「自分の健康
に関心を持ち，病気の予防などに必要な活動に
興味を持つ。」，「危険な箇所や遊具の取り扱い
を理解し，危険な内容を考え，判断して安全に
遊ぶ。」，「進んで休息をとり，静と動の調和を
図る。」とした。
次に，実際に実施した活用内容と幼児の様子

表 ６　Ｂ幼稚園の年中児における活動内容と実際の幼児の姿及び目指す幼児像

ねらい
幼稚園教育要領「健康」
の内容に基づいたＢ幼稚
園の内容

実施した活動内容 活動内容の幼児の様子 目指す幼児像

明るく伸び
伸びと行動
し，充実感
を味わう。

○全身運動のバランスが
とれ，複雑な運動や様々
な遊具・用具等を取り入
れて遊ぶことができる。
○生活の整え，生活リズ
ムを身に付ける。

・しっぽとりゲーム

・なわとび

・石拾い

・全身を使って遊びことができ，
なんでも挑戦しようとする意欲が
見られるようになった。
・遊具等の使い方を知って，友達
と遊ぶ姿が見られた。
・身支度の仕方を知り，自ら進ん
で行う姿が見られる反面，できな
いことやわからないことがあると
教師に尋ねる子どももいた。

○全身運動のバランスが
とれる。
○様々な遊具等を取り入
れて遊ぶ。
○朝，帰りの身支度を一
人で行う。

自分の体を
十分に動か
し，進んで
運動しよう
とする。

○友達と一緒に感じたこ
と・想像したことを発展
させながら，様々な運動
あそびをする。

・大型ブロック

・友達と協力して一つのものを作
り上げ，できた喜びを共感するこ
とができ，バランス感覚が養われ
る姿が見られた。

○想像したことを発展さ
せて遊ぶ。

健康，安全
な生活に必
要な習慣や
態度を身に
付け，見通
しをもって
行動する。

○友達と食べることの楽
しさを知る。
○自分の健康に関心を持
ち，病気の予防などに必
要な活動に興味を持つ。
○危険な箇所や遊具の取
り扱いを理解し，危険な
内容を考え，判断して安
全に遊ぶ。
○進んで休息をとり，静
と動の調和を図る。

・全員給食

・滑り台

・ブランコ

・ロープ登り

・木かげや屋根のある
場所で休息

・家庭では，食べないものでも，
友達が食べている様子を見て，自
分から食べようとする姿も見られ
た。
・前に使用している人がいたら，
待つことや「貸して」と言うこと
ができ，順番を守ることができる
ようになった。
・自由遊びの時など，休息をとる
子，教師に疲れたことを訴える子
どもがいた。

○友達と楽しく食べる。
○戸外から帰った後，食
事の前は自ら進んで手洗
い・うがいを行う。
○危険な箇所や遊具の取
り扱いを理解する。
○危険のないように遊ぶ。
○疲れた際は自ら進んで
休息する。
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を検討した結果，目指す幼児の姿として，「友
達と楽しく食べる。」「戸外から帰った後，食事
前は自ら進んで手洗い・うがいを行う。」，「危
険な箇所や遊具の取り扱いを理解する。」，「危
険の内容に遊ぶ。」，「疲れた際は自ら進んで休
憩する。」が抽出された。

３ ． ６ ．Ｂ幼稚園の年長児クラスにおける目指
す幼児像の明確化に向けた取り組み
年長児における幼稚園教育内容「健康」のね
らいとそれに基づいて作成したＢ幼稚園の内容
を示し，実際に実施した活動内容と幼児の様子
から目指す幼児像の明確化を図った（表 ７）。
幼稚園教育要領「健康」のねらいとそれに基
づいて作成したＢ幼稚園の内容は，「明るく伸
び伸びと行動し，充実感を味わう。」のねらい
に基づいて，「全身運動が滑らかになるととも
に，手や指の動きは細やかになり遊びの工夫が

みられる。」，「教師や友達とできることを創意
工夫しながら，自身の安定感を持って，活動し
充実感を味わう。」，「友達と生活の場を整え，
見通しを持って生活する。」とした。
次に，実際に実施した活用内容と幼児の様子
を検討した結果，目指す幼児の姿として，「教
師や友達と楽しく戸外で遊ぶ。」，「手や指をう
まく使いながら全身運動を行う。」，「朝，帰り
の支度を自ら進んで行う。」，「タイムスケジュー
ルを見て，次の支度は何か見通しを持ち行動す
る。」が抽出された。
「自分の体を十分に動かし，進んで運動しよ
うとする。」のねらいに基づいて作成したＢ幼
稚園の内容は，「運動あそびに目的をもち，見
通しを立てて行動し，体験したことを工夫しな
がら表現し，発展させようとする。」とした。
次に，実際に実施した活動内容と幼児の様子
を検討した結果，目指す幼児の姿として，

表 ７　Ｂ幼稚園の年長児における活動内容と実際の幼児の姿及び目指す幼児像

ねらい
幼稚園教育要領「健康」
の内容に基づいたＢ幼稚
園の内容

実施した活動内容 実際の幼児の姿 目指す幼児像

明るく伸び
伸びと行動
し，充実感
を味わう。

○全身運動が滑らかにな
るとともに，手や指の動
きは細やかになり遊びの
工夫がみられる。
○教師や友達とできるこ
とを創意工夫しながら，
自身の安定感を持って，
活動し充実感を味わう。
○友達と生活の場を整え，
見通しを持って生活する。

・おにごっこ

・うんてい

・吊り輪

・仕度スケジュール

・個々に応じて段階を踏んで進め
ていき，体の使い方を工夫しなが
ら，全身を使えるようになった。
・自らスケジュール等を確認し，
見通しを持ち，必要な準備を進ん
で行っていた。

○教師や友達と楽しく戸
外で遊ぶ。
○手や指をうまく使いな
がら全身運動を行う。
○朝・帰りの支度を自ら
進んで行う。
○タイムスケジュールを
見て，次の支度は何か見
通しを持ち行動する。

自分の体を
十分に動か
し，進んで
運動しよう
とする。

○運動あそびに目的をも
ち，見通しを立てて行動
し，体験したことを工夫
しながら表現し，発展さ
せようとする。

・組体操

・なわとび

・持久走

・ドッジボール

・単純な技から難しい技への挑
戦・発展を喜び，友達と協力して
やり遂げることができる。
・回数からタイムへの移行し，タ
イムを伸ばすことや友達と競うこ
とを楽しむ姿があった。

○活動に目的及び見通し
をもって行動する。
○体験したことを工夫し
発展させて遊ぶ。

健康，安全
な生活に必
要な習慣や
態度を身に
付け，見通
しをもって
行動する。

○友達と楽しく食べるこ
とを知り，食の大切さに
気付く。
○体を守ることを理解し，
健康・清潔・危険・病
気・災害等，どのように
したらいいのか，おおよ
その判断力を持つ。
○危険を回避する能力，
危険の有無を理解し，自
己統制ができる。
○健康に必要な生活習慣
を理解し，自ら進んで行
動する。

・給食

・美化活動

・避難訓練

・自転車

・手洗い・うがい

・歯磨き

・食事に対して感謝の気持ちを持
つ子どもが増えた。
・園外へ出た際，歩道の歩き方や
横断歩道の渡り方など，身の回り
の危険を考えながら，交通ルール
を身に付けていた。
・避難訓練では，訓練の放送をよ
く聞き，地震・災害のそれぞれの
場面で，どのような動きで身を守
れば良いかを判断し，行動できた。
・生活の中で自ら進んで手洗い，
うがいをしようとする姿がみられ
るようになった。

○食の大切さに気付く。
○交通ルールや災害時等
のルールについて理解し，
判断して行動する。
○危険から体を守ること
を理解する。
○自ら進んで健康的な生
活を送るために必要な習
慣を理解し行動する。
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「活動に目的及び見通しをもって行動する。」，
「体験したことを工夫し発展させて遊ぶ。」が抽
出された。
「健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身
に付け，見通しをもって行動する。」のねらい
に基づいて作成したＢ幼稚園の内容は，「友達
と楽しく食べることを知り，食の大切さに気付
く。」，「体を守ることを理解し，健康・清潔・
危険・病気・災害等，どのようにしたらいいの
か，おおよその判断力を持つ。」，「危険を回避
する能力，危険の有無を理解し，自己統制がで
きる。」，「健康に必要な生活習慣を理解し，自
ら進んで行動する。」とした。
次に，実際に実施した活用内容と幼児の様子
を検討した結果，目指す幼児の姿として，「食
の大切さに気付く。」，「交通ルールや災害時等
のルールについて理解し，判断して行動する。」，
「危険から体を守ることを理解する。」，「自ら進
んで健康的な生活を送るために必要な習慣を理
解し行動する。」が抽出された。

４ ．まとめ
本稿では，幼稚園における生活の全体を通じ
て，取り分け領域「健康」と関わりが深い活動
に焦点をあて，カリキュラム・マネジメント構
築を目指し，幼稚園教育要領「健康」のねらい
に基づいて作成したＢ幼稚園の具体的内容の作
成と次回のカリキュラム編成に反映する手がか
りになると考える，Ｂ幼稚園の実態に即応した
目指す幼児像の明確化を図り，次のような知見
を得ることができた。
満 ３歳児クラスでは，①基本的な運動あそび
を楽しむ，②園生活に慣れる，③体を動かす遊
びを楽しむ，④食べ物に興味を持つ，⑤身の回
りを清潔しようとする，⑥体の異常を表現しよ
うとする，⑦衣服の着脱を自分でしようとする，
⑧衣服をたたもうとしたり，片付けようとした
りする，⑨約束を守ろうとする，となった。
年少児クラスでは，①全身を使って自然や
様々なものと関わる，②友達と一緒に楽しく遊
ぶ，③園の生活リズムを身に付ける，④教師や
友達と一緒に体を動かして遊ぶ，⑤活動に積極

的に参加する，⑥食べ物の美味しさに気付き，
進んで食べようとする，⑦基本的生活習慣を身
に付け，自ら行動しようとする，⑧体の痛みに
気付き，教師に言葉で伝える，⑨体験を通して
危険に気付く，となった。
年中児クラスでは，①全身運動のバランスが
とれる，②様々な遊具等を取り入れて遊ぶ，③
朝，帰りの支度を一人で行う，④想像したこと
を発展させて遊ぶ，⑤友達と楽しく食べる，⑥
戸外から帰った後，食事前は自ら進んで手洗
い・うがいを行う，⑦危険な箇所や遊具の取り
扱いを理解する，⑧危険の内容に遊ぶ，⑨疲れ
た際は自ら進んで休憩する，となった。
年長児クラスでは，①教師や友達と楽しく戸
外で遊ぶ，②手や指をうまく使いながら全身運
動を行う，③朝，帰りの支度を自ら進んで行う，
④タイムスケジュールを見て，次の支度は何か
見通しを持ち行動する，⑤活動に目的及び見通
しをもって行動する，⑥体験したことを工夫し
発展させて遊ぶ，⑦食の大切さに気付く，⑧交
通ルールや災害時等のルールについて理解し，
判断して行動する，⑨危険から体を守ることを
理解する，⑩自ら進んで健康的な生活を送るた
めに必要な習慣を理解し行動する，となった。

５ ．今後の課題
本稿では，対象幼稚園の実態に即応した目指
す幼児像についての系統性について深く考察を
することができなかった。よって，「幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿」や小学校の学び
を念頭に置き，幼児の発達段階に応じた「何が
できるようになるのか」，「何をまなぶか」につ
いて，検討を深める必要性があると考える。
また，今回は，領域「健康」に焦点をあて論
じたが，他 ４つの領域についても検討し，各領
域との相互関係を考察する必要であろう。
カリキュラム・マネジメントの構築とは，
PDCA（計画─実行─評価─改善）のサイクル
が連続的に続く指導内容の評価と改善，実施で
あり，教育現場の実態に応じた，より簡易化さ
れた評価表の作成について早急に取り組む必要
があると考えられる。
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